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初めての初めての
ヒップホップダンスヒップホップダンス
　　河河

こうこう
野野
のの
綾綾
あやあや
華華
かか
さんは地域おこし協力隊員さんは地域おこし協力隊員

として、４月から農産物の特産品開発として、４月から農産物の特産品開発
に携わっています。に携わっています。
　ヒップホップダンス講師の顔も持つ　ヒップホップダンス講師の顔も持つ
河野さん、平泉教室で大活躍でした。河野さん、平泉教室で大活躍でした。
 （関連記事P18） （関連記事P18）
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静
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市

平
泉
平
泉
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力力
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目目
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てて

鎮魂の思いを念仏に託して

田
た
頭
がしら
讃
さん
念
ねん
仏
ぶつ
保存会

代表　浅利和
かず
昭
あき
さん

　昭和57年に町無形民族文化財に指定され
ている「田頭讃念仏」は、長島東松寺地内
に約250年前から伝わる「念仏踊り」です。
毎年８月15日に初盆を迎えた家やお墓の前
で、踊りや太鼓、念仏で亡くなった人を供
養します。
　浅利和昭さんは、農業の傍ら、伝えられ
てきた念仏踊りを60年ほど前に受け継ぎ
「田頭讃念仏保存会」の代表を務めています。
　念仏は20種類以上あり、いろいろな場面
に合わせて行います。昔は長島各地で行わ
れていましたが、今は田頭地区だけになり
ました。４人の女子小、中、高校生の踊り
と太鼓を中心に10人程で奉納します。
　現在、教育委員会が伝統芸能継承を目的
に保存会の協力のもとで体験講座を開催し、
後継者育成を図っています。

け
て
、
ま
す
ま
す
予
防
に

心
掛
け
た
い
。

 

大
友
仁
子　

伝統芸能の継承を

楽しく踊る子どもたち
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町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。
議会だよりは再生紙を使用しています
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監査委員の意見
（1）時間外勤務について
　　 　高い水準のまま推移し、健康障害リスクが懸念される。職場
内において業務配分の見直し、情報の共有化を一層図り、適切
な業務管理に努めること。

（2）業務マニュアルの整備
　　 　事務処理ミスが見受けられ、業務マニュアルの整備が早急に
必要である。また、災害発生時や感染症の感染拡大等に備え、
業務継続計画も早期に策定すべきである。

（3）持続可能な財政運営
　　 　 経常収支比率 は94.7%となり、前年度と比較して8.0ポイ

ントの増となった。今後の事業、施策の展開に当たっては、
投資効果を十分に見極め健全な財政運営の維持に努めること。

財政調整基金（貯金） 年度間の財源の変動に備えて積み立てている基金。
大規模災害の発生や、大幅な税収減などがある年度に取り崩しを行う。

令和３年度から214万円減額
令和４年度末残高

11億7044万円
地方債（借金） 町が公共施設整備などに必要な資金を、国や金融機関から調達する。

令和３年度から6981万円減額令和４年度末残高
51億7331万円
実質公債費比率 借金返済の割合。数値が高いほど他に充てるお金が必要になる。

令和４年度
10.3％ 令和３年度から1.2ポイント悪化

令和３年度決算
県内では19町村中

10番目、
33市町村中
20番目に高い

将来負担比率
令和４年度
86.8％ 令和３年度から6.7ポイント悪化

令和３年度決算
県内では19町村中

５番目、
33市町村中
10番目に高い

将来負担する借金返済の割合。数値が高いほど他の財源に充てるお金が
必要になる。

歳入
令和４年度
52.2億円

令和３年度
61.9億円

6.4億円 22.1億円 3.9
億円

8.2億円 5.0
億円

3.5
億円
3.1
億円

8.2億円 22.8億円 11.1億円8.3億円 5.2
億円

3.3
億円

3
億円

町税 その他
県支出金

国庫支出金 地方交付税 町債（借金）その他

自主財源 依存財源

左から、鈴木清三監査委員
真篭光幸監査委員、青木町長

令和４年度一般会計　歳入52億1883万円令和４年度一般会計　歳入52億1883万円

くらし向上へのくらし向上への

暮らし暮らしにに寄り添った寄り添った

ここに注目
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決算の詳しい内容は、「広報ひらいずみ10月号」をご覧ください。

平成29年度  214万円
平成30年度  280万円
令和元年度 1183万円
令和 2 年度  514万円
令和 3 年度  976万円

平泉町のふるさと納税推移

令和４年度は2394万円
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H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

億円 万円

88.1 87.2 85.6 86.7 86.1 92.8 91.3

112.2
113.3

112.8116.9
118.0 130.2

131.5

町債残高
１人当たり町債残高

町全体の借金の推移

主な事業
くらし・産業
■ コンビニ交付システム導入　2035万円
■ 出産祝金・26世帯へ　総額135万円支給
■ 出産応援、子育て応援給付金・63件　315万円
■ コミュニティバス運行　399万円（利用実績1604人）、
　バス停購入　165万円（49基）
■ 次世代技術者養成事業（プログラミング教室など）　1784万円
■ 地域企業経営強化支援　2,890万円（工場等の増設・新規雇用15人）
■ 平泉SIC駐車場トイレ整備　3785万円
■ 町道ねずみ沢線整備　3838万円（総事業費9157万円・完成）
■ 防災行政無線デジタル化　2億380万円

教　育
■ 学校施設整備（屋根修繕、設備修繕）　2542万円
■ 学習交流施設 指定管理 料　5647万円
　（エピカ利用者5万2189人、長島公民館利用者1537人）
■ 英語教育の充実
　・外国語指導助手２名の配置　1016万円
　・英語推進員１名　274万円
　・中学生英語検定料無料化　のべ395人受検　131万円

借
金

スマートインターチェンジの駐車場を
活用したイベントの開催や、周辺開発
の早期実現による町の活性化を要望し
ます。

千葉　晴
はれ

夫
お

さん（平泉町字泉屋）

歳出
令和４年度
50.3億円

令和３年度
60.1億円

4.7
億円

6.6
億円

7.2億円 12.1億円 4.4
億円

4.9
億円
3.2
億円

3.2
億円

6.8
億円

15.9億円8.3億円 12.3億円 4.0
億円

4.7
億円
2.7
億円

3.6
億円

総務費 民生費
衛生費 土木費

農林
水産業費

教育費 公債費
その他

町民町民のの声声

週１回、運動のためエピカを
利用しています。冷暖房もあり
トイレも明るくとても快適
です。子どもたちもピアノや
ダンスなどのイベントに参加
でき、助かっています。

佐川　千
ち

穂
ほ

さん（平泉字鈴沢）

町
民
町
民
のの
声声

歳出52億1883万円（1億9106万円繰越）歳出52億1883万円（1億9106万円繰越）

効果は効果は
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審査意見
１ 　審査の過程において指摘のあった事項
及び意見を次年度の予算編成及びその執行
に反映されたい。
２ 　農業従事者の意向を反映した投資効果の
ある施策を実施されたい。
３ 　異常気象や地震などの災害に対し、町民

の安全・安心が担保されるよう、実効性の
高い施策を講じられたい。
４ 　子育て支援は、定住化対策も含め、子育
てしやすい環境整備に努められたい。
５ 　事業については、その成果の検証・報告
を積極的に行い、効果的に取り組まれたい。

　悠久の湯への多額の繰入金に対し、改革
に向けた策は。

  　温泉は高齢者の居場所で
あり、非効率だからと切り捨
てはできない。

問

答

赤字からの脱却に策を示せ
　子育て支援拠点事業の今後の展望は。

  　社会福祉協議会と連携し、
子どもの遊び場の確保、親同
士の交流を図り、隣接した
エピカとの連携も考えてい
る。

問

答

これからの子育て支援事業は

　突出している時間外労働の原因と対策は。

  　コロナ対応によるものである。
ノー残業日や※タイムマネジ
メントを行っている。

問

答

残業時間の削減を

　療養介護医療給付費は約50%減額してい
る。その要因は。

  　利用人数が減ったため減額
になった。

問

答

充実した福祉事業は
※ タイムマネジメントとは… 自身の仕事のやり方、進め方を

管理すること。

猪岡 須夫猪岡 須夫 委員 委員 氷室 裕史氷室 裕史 委員 委員

稻葉 　正稻葉 　正 委員 委員

大友 仁子大友 仁子 委員 委員

町民町民のの声声

温泉はゆったりして楽しい憩い
の場となっています。
新鮮な野菜や手作り商品販売が
あると、なお楽しみが増えます。

千田　俊
とし

さん
（平泉字花立）

✿ 決算審査特別委員会は、髙橋拓生議長、
真篭光幸議選監査委員を除いた全議員で
構成しています。
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決算審査特別委員会　Report　　私はここに注目

　９月11日、12日に決算審査特別委員会を開催し、
令和４年度の決算を集中審議しました。すべての会計
決算について、審査意見を付して、可決すべきものと
決定しました。

　鉛管更新の進捗状況と漏水工事の年間費
用は。

  　更新は７割終了している。
漏水工事費用は760万円と
多額になっている。

問

答

水道管の漏水対策は

　SIC駐車場のトイレ（エコまるくん）へ
活用するヤーコンの買取は。

  　令和４年度は町内栽培ヤー
コンの全量が買取対象となっ
た。地域おこし協力隊も
活用を考えている。

問

答

エコまるくんに使用するヤーコンは

　土砂災害など特別警戒区域や浸水想定区
域の居住者への防災情報の
伝達は。

  　防災行政無線戸別受信機の
設置を積極的に働きかけ
る。

問

答

地域防災力の強化は
　可燃ごみを減らすことにより町の負担金
も減るのではないか。

  　リサイクルと、消費段階で
の一人ひとりの意識啓発を
して負担を減らしていき
たい。

問

答

ゴミの削減とコスト意識は

　スパルタキャンプに多額の財源を投入、
令和４年度は55人の人材を
育成しているが効果は。

  　５名の定住者、３名の起業
に繋がっている。

問

答

プログラミング講座開催の効果は

より実効性のある施策をより実効性のある施策を

副委員長
稻葉　　正

決算審査特別委員長
阿部　圭二

佐藤 孝悟佐藤 孝悟 委員 委員

升沢 博子升沢 博子 委員 委員

髙橋 伸二髙橋 伸二 委員 委員

千葉 勝男千葉 勝男 委員 委員

三枚山 光裕三枚山 光裕 委員 委員

町民町民のの声声

ヤーコンの収穫はまだ
ですが手間がかからず
簡単でした。

内藤まき子さん
（平泉字瀬原）
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令和５年度補正予算
会　　　　　計 補　正　額 補正後予算額

一　 般 　 会 　 計（第４号） 1億8129万円 51億6376万円

一 　 般 　 会　 計（第５号） 5673万円 52億2049万円

国 民 健 康 保 険 会 計（第１号） 24万円 8億1554万円

後期高齢者医療会計（第１号） 127万円 9847万円

健康福祉交流館会計（第１号） 241万円 8621万円

町 営 駐 車 場 会 計（第２号） 603万円 7274万円

※単位未満を四捨五入しています。

補正予算第４号

子ども家庭センター設置へ
問 保健センターの改修工事費の財源と改

修中の町民への対応は。

答 開設が義務付けられている子ども家庭
センターの母子保健・児童福祉一体的

相談支援機関整備事業として、90％が国か
らの補助によるものである。改修中に来る方
に不便をきたさないよう周知を徹底し、職員
も速やかに用務先に案内できるような体制づ
くりをしていく。

機能的な施設に改修を
問 鈴沢スタートアップオフィスの整備工

事の内容は。

答 各部屋の引き戸
の改修、共用と

なっているトイレの男女
別化などを行う。また、
今後入所する方を迎え
入れるための改修整備
工事を行う。

進む 町内施設進む 町内施設
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補正予算第５号

災害復旧に迅速な対応を
８月18日～ 20日までの豪雨被害
町道、河川被害に4750万円（18か所）
農道被害に923万円（２か所）

施設周辺の環境整備を
問 学習交流施設の生垣工事の内容は。

答 近隣住民へ配慮し車のライトや駐車し
ている車からの日光の反射、来館者の

駐車場での話し声への対応策として、エピカ
の駐車場の西側に景観に配慮した生け垣を設
置することにした。

貴重な森林資源の整備へ
問 西行桜の森整備業務委託料の内容は。

答 令和４年度に官公造林
が伐採され、今後その

場所に植林を行う際の地ごし
らえ処理にかかる委託料であ
る。植林は７～８ヘクタール
ほどの伐採地を一体的におこ
なっていくと考えている。

町道束稲線 南郷川

伊勢堂地区

定例会９月会議のの再再整備整備
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。

議会定例会9月会議（９月７日～ 19日）
議案番号 議案及び内容 関連ページ
　事件案件

第39号
令和４年度水道事業会計未処分利益剰
余金の処分（未処分利益剰余金1496万
5750円の処分）

　令和4年度決算認定
第１号
～第７号

一般会計、特別会計（４会計）、下水道
事業会計、水道事業会計決算 2～5

　令和5年度補正予算

第40号

一般会計（第４号）
（保健センター改修費2104万円、西行桜の
森整備400万円、文化遺産センタープロ
ジェクター購入350万円、燃料高騰対策
（エピカ）120万円、基金積立9483万円）

6・7

第41号 国民健康保険会計補正予算（第１号）
（特定健診事業24万円増） 7

第42号 後期高齢者医療会計補正予算（第１号）
（広域連合納付金127万円増） 7

第43号
健康福祉交流館会計補正予算（第１号）
（燃料費144万円、光熱水費76万円、
清掃委託22万円増）

7

第44号
町営駐車場会計補正予算（第２号）
（駐車場案内システム修繕114万円、
基金積立134万円、消費税104万円、
一般会計繰出250万円増）

7

第45号 一般会計（第5号）
（８月１９日大雨による災害復旧費5673万円）6・7

　報告
第6号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告 3

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　人事案件

同意
第8号

固定資産評価審査委員の選任同意
須藤　昭義さん（再任）
（任期：令和５年９月28日から令和８年
９月27日）

同意
第9号

教育委員の選任同意
小野寺香世さん（新任）
（任期：令和５年11月18日から令和９年
11月17日）

10

　議員発議

発議
第6号

議員の政治倫理条例の一部改正条例
（議員自らが実質的に経営に関与する企
業の請負契約についての規制を300万
円まで緩和）

発議
第7号

議員の請負の状況の公表に関する条例
（請負の状況の透明性を確保し、議会の
運営の公正及び事務の執行の適正を図る
ための条例制定）

発議
第8号

議員による県外研修視察

１．和歌山県田辺市
　・ 1000年をつなぐ田辺市熊野SDGs
プロジェクト

　・SDGs未来都市計画
　　①里山の保全
　　② 世界遺産、世界農業遺産を活用

した取り組み
　　③人材育成や関係人口の取り組み
２．大阪府堺市等

……世界遺産「百舌鳥古墳群」

ワークショップの参加者を募集しますワークショップの参加者を募集します
皆さんのご意見を伺い、平泉の施策に繋げたいと思います。

産業建設常任委員会
テーマ「住環境の向上について」
〇世界遺産に相応しい街並みとは
〇暮らしやすい住まいの環境とは
〇空き家の活かし方

総務教民常任委員会
テーマ「子育て支援施策について」

〇平泉の子育て支援施策について思うこと
〇実際に子育てをしていて困っていること
〇学校を含めた子育て環境について思うこと

【募集】 •各テーマそれぞれ３名の方を募集します。
 •町内にお住いの方で、男女・年齢は問いません。
 • ワークショップの開催は、総務教民常任委員会が11月20日（月）、産業建設常任委員会が

11月24日（金）を予定しています。
 • 参加を希望する方は住所・氏名・年齢・連絡先をご記入の上、11月13日（月）までに議会

事務局までご応募ください。
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議会だより（181号）で使用した用語の解説
地方交付税（ ３ページ）……自治体の財源不足を国が補てんするもので、所得税と

法人税の33.1%、酒税の50％、消費税の19.5％、地方法人税の全額
を原資としている。また、普通交付税と特別交付税の２種類があり、
いずれも一般財源として自主的な判断で使用できる財源である。

経常収支比率（ ３ページ）……経常的な収入（町民税や普通交付税など）のうち、どの程度経常的
な支出（人件費や公債費など）に充てられているかによって、自治体の財政構造の
弾力性を見ようとする数値。低いほど財政はしなやかで弾力性があることを示す。

指 定 管 理（ ２ページ）……多様化する住民ニーズにより効果的、効率的に対応するために
公の施設の管理に民間の能力を活用し、住民のサービス向上と経費の削減を図る
ことを目的にしている。

　　　　　　　 　平泉町では、「学習交流施設　エピカ」、「道の駅平泉」、「浄土の館」、「農産加工
直売施設　あやめ」の４か所を指定管理者に委託している。

※上記の用語は、（　）内の各ページで、網掛け表示（ ）をしています。

　 　 　 　 　 賛 否 の あ っ た 議 題 （賛成：〇、反対：×）

議員名

議　案

大
友　

仁
子

稻
葉　
　

正

猪
岡　

須
夫

氷
室　

裕
史

阿
部　

圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　

光
幸

髙
橋　

伸
二

佐
藤　

孝
悟

千
葉　

勝
男

升
沢　

博
子

髙
橋　

拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

議案第40号　一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決

議案第43号　健康福祉交流館会計補正予算（第１号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 9 2 可決

認定第 1号　一般会計決算認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 認定

認定第 4号　健康福祉交流館会計決算認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 認定
※採決に議長は参加していません。

反対です 討論 賛成です

説明は十分だったのか
猪岡　須夫 議員

　国からの要請である人件費の抑制
を行わず、議会、町民への説明もな
い。人件費を抑え福祉に回すべきで
ある。

認
定
第
１
号

一
般
会
計
決
算

今後の取り組みに期待
升沢　博子 議員

　これまで子育て支援や若年層の定住化、雇用
の確保につながる技術者養成事業に取り組んで
きた。今後の町の活性化に期待できると考える。

説明責任は果たされている
高橋　伸二 議員

　本決算は、予算審査特別委員会において付帯意見
を付して議会が認定したものである。当局の議会への
説明責任は果たされていると考えるのが妥当である。

福祉に還元を
猪岡　須夫 議員

　一般会計からの繰り入れが長年続
き、町の財政をひっ迫させている。
他の福祉の諸課題へ資金を投入すべ
きである。

認
定
第
４
号

健
康
福
祉
交
流
館
決
算

経営改善の努力に期待
升沢　博子 議員

　現在も高齢者の福祉向上のため、様々な工夫
を行い、プロジェクトチームのもと経営改善の
努力は行われている。
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一　般　質　問

問
　
熱
中
症
の
発
症

予
防
を
一
層
強
化

す
る
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。
地
域
住
民
の
生

命
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
は
。

町
長
　
毎
朝
、
防
災

行
政
無
線
を
活

用
し
、
熱
中
症
予
防
に
つ

い
て
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

問
　
高
齢
者
の
熱
中

症
予
防
へ
の
意
識

醸
成
を
促
す
取
り
組
み
は
。

町
長
　
い
き
い
き
百

歳
体
操
や
、
高

齢
者
の
茶
話
会
な
ど
で
、

エ
ア
コ
ン
の
適
切
な
使
用

や
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給

な
ど
の
声
掛
け
を
行
っ
て

い
る
。

問
　
電
気
料
の
高
騰

に
伴
い
、
エ
ア
コ

ン
の
利
用
控
え
に
よ
る
熱

中
症
の
発
症
が
懸
念
さ
れ

る
。
低
所
得
者
等
支
援
の

考
え
は
。

町
長
　
電
力・ガ
ス・

食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
事

業
に
よ
り
対
象
世
帯
へ

３
万
円
の
給
付
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
の
熱
中

症
防
止
の
取
り
組

み
は
。

教
育
長
　
暑
さ
指
数
や

熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
の
確
認
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
の
励
行
、
必

要
に
応
じ
た
塩
分
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
配
布
、
エ
ア
コ

ン
の
稼
働
な
ど
、
適
切
な

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
各
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
状
況
は
。

教
育
次
長
　
学
校
体
育

館
に
エ
ア
コ

ン
は
設
置
し
て
い
な
い
。

幼
稚
園
の
ホ
ー
ル
に
は
設

置
し
て
い
る
。

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

や
、
要
介
護
認
定
の
方
に

は
、
生
活
援
助
で
の
買
い

物
支
援
も
あ
る
。

問
　
認
知
症
の
人
も

家
族
も
安
心
な
地

域
を
構
築
す
る
た
め
の
取

り
組
み
は
。

町
長
　
認
知
症
予
防

に
関
す
る
健
康

教
育
、
本
人
と
そ
の
家
族

に
対
す
る
支
援
を
目
的
と

し
た
認
知
症
カ
フ
ェ
や
、

認
知
症
へ
の
理
解
と
知
識

の
普
及
啓
発
の
た
め
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
催
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、
認
知
症

対
策
の
充
実
を
図
る
。

問
　
災
害
時
に
高
齢

者
や
障
が
い
者
の

生
命
を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
は
。

町
長
　
区
長
、
民
生

委
員
等
へ
個
別

避
難
計
画
作
成
に
向
け
た

説
明
を
行
い
、
災
害
時
の

避
難
体
制
の
整
備
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。問

　
女
性
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
は
。

総
務
課
長
　
婦
人
消
防

協
力
隊
を
中

心
に
、
資
格
取
得
の
た
め

の
情
報
を
提
供
し
、
地
域

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

育
成
を
は
か
っ
て
い
る
。

問
　
高
齢
者
や
自
立

が
難
し
い
人
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
日
常
の
買
い
物
な
ど

の
支
援
の
考
え
は
。

町
長
　
民
間
事
業
所

で
行
っ
て
い
る

大
おお
友
とも
仁
さと
子
こ
 議員

体育館に早急なエアコン設置を！

議員の
ひとりごと

今年の夏は、強烈に暑い暑い夏でした。
地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化
の時代が到来したとの事。体調管理の
難しさが身にしみました。

熱
中
症
予
防
対
策
は

答
防
災
行
政
無
線
で
周
知

支え合う地域社会の構築は
答関係機関と連携し充実を図る
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一　般　質　問

役場３階の議場受付
にお越しください。

事前申し込みは不要
です。

住所・氏名等を受付票に
記入し、投函後に議場へ。

議長交際費を公表します
７月分　3万2500円
　　　　（県際議長会総会、祝賀会、交流会費など）
８月分　1万8000円
　　　　（叙勲祝賀会、懇談会費など）
９月分　7620円
　　　　（畜産共進会副賞など）

　　※詳細はＨＰをご覧ください。

議会定例会12月会議は
12月７日（木）～14日（木）開催予定
※本会議はインターネットでも生中継しています。

※ 掲載している内容は、質問者自身が要約
し広報委員が校正したものです。

※ 各議員の質問ページの氏名隣りのＱＲ
コードから、個人の質問の内容がご覧に
なれます。

　一般質問は、議員が執行機関である町長
などに対し、事業の状況や将来の方針など
の諸問題について問うものです。
　平泉町では一人60分以内の制限時間で
質問を行います。

P10 大友　仁子 議員
①熱中症対策の推進
②支え合い助け合う地域社会の構築

P11 升沢　博子 議員
①子ども家庭センターの開設
②児童生徒の学習状況、生活状況

P12 猪岡　須夫 議員
① 長島中央地区クリーンセンターの防災
対策
②財源困難時の職員の処遇

P13 三枚山　光裕 議員
①８月の豪雨による災害
②検温カメラからの顔画像流出、情報保護

P14 真篭　光幸 議員
①ＬＧＢＴ理解増進法に対する学校教育
②全国学力テストの英語不振
③通知表の廃止の是非

【略　歴】【略　歴】
昭和58年から県内の小学校で勤務。昭和58年から県内の小学校で勤務。
平成元年から６年間、長島小学校に在籍。平成元年から６年間、長島小学校に在籍。
令和３年３月に厳美小学校校長で退職。令和３年３月に厳美小学校校長で退職。

平泉の素晴らしさを誇りに！
　平泉の子どもたちのために役に立てればと、引き
受けました。
　平泉の素晴らしさを、町の皆さんが感じられる
教育行政を目指したいと思います。

小小
おお
野野
のの
寺寺
でらでら
香香
かか
世世
よよ
さんさん

（平泉字祇園）（平泉字祇園）

傍聴人受付票
平泉町議会定例会　　年　月　日
受
付
番
号

住
所

氏
名

年
齢 会議名

○○月会議

本会議を傍聴してみませんか？

傍聴スタート傍聴スタート
途中からの
入・退室も
できます。

一
般
質
問
で
町
の
考
え
を
問
う

ここここがが
聞聞きたい！きたい！
ここここがが
聞聞きたい！きたい！

育 委 員 に 同 意教
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一　般　質　問

問
　
地
方
公
務
員
の

給
与
改
定
等
に
つ

い
て
の
国
の
文
書
は
、
説

明
を
受
け
て
い
る
の
か
。

町
長
　
技
術
的
助
言

で
あ
り
、
詳
細

な
説
明
は
な
い
。

問
　
そ
の
文
書
に
は
、

職
員
給
与
な
ど
に

つ
い
て
、
住
民
や
議
会
へ

の
説
明
責
任
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
い
る
が
見
解
は
。

町
長
　
議
会
の
議
決

を
得
て
条
例
を

定
め
て
い
る
た
め
、
議
会

へ
の
説
明
は
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。
町
民
へ
は
公

表
様
式
に
よ
り
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報

に
掲
載
し
、
説
明
し
て
い

る
。問

　
国
は
、
平
成
25

年
１
月
１
日
、
高

位
の
俸
給
月
額
の
縮
減
、

55
歳
を
越
え
る
標
準
勤
務

成
績
者
は
、
昇
給
停
止
と

す
る
よ
う
に
と
あ
る
が
、

町
は
、
２
号
俸
昇
給
し
て

い
る
。
な
ぜ
か
。

町
長
　
情
勢
適
応
の

原
則
で
国
、
県

の
人
勧
な
ど
を
基
に
、
組

合
と
交
渉
し
、
合
意
し
た

内
容
を
給
与
条
例
と
し
て

議
決
を
得
た
結
果
で
あ
る
。

問
　

国
の
文
書
は
、

こ
の
10
年
、
係
数

以
外
の
中
身
が
殆
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。
縮
減
、

抑
制
を
せ
よ
と
の
内
容
で

あ
る
。
目
を
通
し
、
協
議

し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
充
分
内
容

を
確
認
し
、

町
長
ま
で
回
覧
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
内
の
31
市

町
村
が
昇
給
停
止
ま
で
は

行
っ
て
い
な
い
。

問
　
令
和
５
年
８
月

19
日
の
大
雨
で
長

島
地
区
中
央
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
へ
の
沢

水
、
泥
水
の
流
入
が
あ
っ

た
が
、
把
握
し
、
対
策
な

ど
は
と
っ
た
の
か
。

町
長
　
過
去
に
も
数

度
、
流
入
は

あ
っ
た
が
被
害
が
出
て
は

い
な
い
。
浸
水
は
想
定
し

て
い
な
い
。

問
　

当
該
施
設
は
、

住
民
が
利
用
し
、

保
育
所
や
、
長
島
小
学
校

も
利
用
し
て
い
る
。
様
々

な
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性

が
あ
る
。
防
災
対
策
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
水
道

課

長
　
近
年
の
降

雨
状
況
を
踏

ま
え
、
集
水
面
積
、
流
出

係
数
な
ど
に
よ
る
、
水
理

計
算
を
実
施
し
た
上
で
ど

の
よ
う
に
対
策
を
実
施
し

て
い
く
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

猪
いの
岡
おか
須
より
夫
お
 議員

早期の防災対策が望まれる

議員の
ひとりごと

保育料、子どもの遊べる公
園、給食費、スクールバス、
コミュニティバスの増便、
道路の整備、みんなお金が
かかるのに、温泉に４億円、
給料は高い。やんた何とか
して。

財
源
困
難
時
の
職
員
の
処
遇
は

答
労
使
合
意
の
上
で
議
決
を
得
た

町内施設への防災対策は
答排水管などは改修を検討する
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
令
和
６
年
度
に

開
設
す
る
「
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
は
ど

の
よ
う
な
事
業
か
。

町
長
　
児
童
福
祉
法

改
正
に
伴
い
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
母
子
保

健
の
業
務
と
、
町
民
福
祉

課
が
担
っ
て
い
た
児
童
福

祉
の
業
務
を
一
括
で
担
う

機
関
と
な
る
。

問
　
従
来
の
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
対

象
が
就
学
前
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
18
歳
ま
で

の
ト
ー
タ
ル
な
支
援
と
な

る
の
か
。

町
長
　
保
健
と
福
祉

を
統
合
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
相
談
支
援
や

児
童
虐
待
の
防
止
な
ど
、

一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
。

問
　
ど
の
よ
う
な
人
員

配
置
に
な
る
の
か
。

町
長
　

保
健
セ
ン

タ
ー
の
２
階
を

改
修
し
て
、
新
た
に
子
育

て
支
援
課
を
設
置
し
、
セ

ン
タ
ー
長
（
課
長
）
を
配

置
す
る
。
保
健
師
３
名
、

社
会
福
祉
士
が
１
名
、
事

務
職
３
名
、
合
わ
せ
て
８

名
の
配
置
に
な
る
。

問
　
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
激
変

問
　
不
登
校
生
徒
の

支
援
と
し
て
開
設

し
た
教
室
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
　
今
年
度
か
ら

不
登
校
生
徒
の

集
団
生
活
へ
の
適
応
を
図

り
、
最
終
的
に
学
校
へ
の

復
帰
を
図
る
適
応
支
援
教

室「
カ
ラ
フ
ル
」と
し
て
、

週
２
回
開
所
し
て
い
る
。

保
護
者
が
教
育
相
談
員
と

の
面
談
を
行
い
、
悩
み
を

抱
え
る
親
の
声
に
耳
を
傾

け
、
学
校
に
伝
え
る
等
、

対
応
し
て
い
る
。

問
　
長
年
、
町
は
英

語
検
定
試
験
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
効
果
は
。

教
育
次
長
　
中
学
校
卒

業
段
階
で
英

検
３
級
取
得
の
目
標
が

あ
る
。
現
在
の
合
格
率
は

19
・
３
％
で
あ
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

所
持
率
と
グ
ル
ー
プ
ラ
イ

ン
等
に
よ
る
、
い
じ
め
な

ど
の
弊
害
は
な
い
か
。

教
育
長
　
児
童
・
生
徒

の
所
持
率
は
小

学
校
４
割
、
中
学
校
６
割

と
な
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
ラ
イ
ン
等
に
よ
る
い
じ

め
は
、
今
の
と
こ
ろ
把
握

し
て
い
な
い
。

し
て
い
る
中
、
地
域
で
の

取
り
組
み
と
の
連
携
も
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
一
番
大
事
な

の
は
家
庭
で
あ

り
、
新
た
に
で
き
る
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
取
り
組
み
な
ど
、
地
域

と
の
連
携
の
中
核
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

議員の
ひとりごと

升
ます
沢
ざわ
博
ひろ
子
こ
 議員

保健センター内に開設される子ども家庭センター

スマートフォンは私も
手放せない便利なツー
ルである。ただ、成長
段階の子どもには道具
としての使い方のルール
を身につけさせたいも
のである。

切れ目のない子育て支援を
答子ども家庭センターで支援充実

適
応
支
援
教
室
の
開
設
は

答
教
育
相
談
員
を
配
置
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一　般　質　問

問
　
性
的
少
数
者
へ

の
理
解
増
進
法
が

成
立
し
、
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
発
達
に
応
じ
た
啓

発
や
相
談
機
会
の
確
保
を

学
校
で
取
り
組
む
規
定
が

盛
り
込
ま
れ
た
。対
応
は
。

教
育
長
　
悩
み
を
持
つ

児
童
・
生
徒
が

相
談
で
き
る
体
制
を
維
持

し
、
本
人
や
保
護
者
の
意

向
を
尊
重
し
対
応
す
る
。

問
　
生
徒
指
導
提
要

で
は
、
服
装
・
髪

型
・
更
衣
室
・
水
泳
の
水

着
な
ど
支
援
例
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
本
町
の
教

育
現
場
の
実
態
は
。

教
育
長
　
個
人
の
事
情

や
、
心
情
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
検
討
し

た
い
。

問
　
性
の
多
様
性
を

尊
重
し
た
教
育
を

推
進
す
る
と
の
事
だ
が
、

異
性
愛
や
同
性
愛
な
ど
10

〜
12
歳
の
子
ど
も
が
理
解

す
る
の
か
。

教
育
長
　
慎
重
な
指
導

が
必
要
で
あ
る
。

問
　
学
校
で
の
ト
イ

レ
の
あ
り
方
も
検

討
が
必
要
だ
が
、
取
り
組

み
は
。

教
育
長
　

平
泉
小
学

校
、
平
泉
中
学

校
に
は
多
目
的
ト
イ
レ
を

整
備
し
て
い
る
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
職
員
用
ト
イ

レ
の
利
用
を
認
め
る
な
ど

支
援
に
努
め
る
。

問
　
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
中
学
校
英
語

の
正
答
率
が
、
岩
手
県
は

47
都
道
府
県
の
46
位
と
低

迷
し
た
。
授
業
改
善
な
ど

の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
　
日
常
的
に
英

語
で
話
す
場
面

を
多
く
作
る
な
ど
、
具
体

的
な
方
法
を
検
討
す
る
。

問
　
小
学
校
と
中
学

校
で
の
英
語
教
育

の
連
携
が
必
要
で
は
な
い

か
。教

育
長
　
小
中
が
連
携

し
て
連
続
的
な

学
び
を
実
現
す
る
の
は
重

要
だ
と
考
え
る
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・ 
通
知
票
の
廃
止
の
是
非

真
ま
篭
ごめ
光
みつ
幸
ゆき
 議員

性別に関係の無い共用トイレ

議員の
ひとりごと

LGBT 理解増進法は、今後学校だけでなく
様々な場所でその対応を求められることに
なります。多感な時期の子どもたちを惑わ
すことのない指導教育を念願します。

日常的に英語を使う場面を

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
の
教
育
へ
の
影
響
は

答
多
様
性
へ
の
理
解
を
指
導

中学校英語不振の対応は
答具体的な方法を検討する
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
豪
雨
に
よ
る
被

害
は
、
町
内
全
域

に
わ
た
り
、
個
人
の
家
屋

や
、
私
道
、
農
地
、
農
業

施
設
、
公
的
施
設
、
町
道

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
把
握
で
き
て
い
る
被

害
実
態
は
。

町
長
　
住
家
等
の
被

害
は
、
床
上
・

床
下
浸
水
７
件
、
住
家
敷

地
内
の
土
砂
崩
れ
５
件
、

停
電
家
屋
約
２
１
０
戸
。

土
砂
崩
れ
の
危
険
性
に
よ

り
、１
世
帯
５
人
が
地
区
公

問
　
サ
ー

マ
ル
カ

メ
ラ
と
よ
ば
れ

る
、「
検
温
カ

メ
ラ
」
か
ら
の

顔
画
像
流
出
が

指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
町
内
の
公
的
施
設
に
設

置
さ
れ
て
い
る
機
器
は
問

題
が
な
い
の
か
。

町
長
　
町
で
管
理
し

て
い
る
検
温
カ

メ
ラ
は
、
39
台
配
備
し
使

用
し
て
い
る
。

　
そ
の
う
ち
、
役
場
庁
舎

や
健
康
福
祉
交
流
館
、
各

学
校
・
保
育
所
、
地
区
公

民
館
な
ど
で
使
用
し
て
い

る
32
台
は
、
顔
画
像
保
存

の
機
能
を
有
し
な
い
仕
様

で
あ
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
等
に

使
用
す
る
大
型
モ
ニ
タ
ー

民
館
等
に
自
主
避
難
し
た
。

　

農
地
等
被
害
は
47
件
、

公
共
土
木
施
設
・
農
業
用

施
設
・
林
道
施
設
の
被
害

は
40
件
で
あ
る
。
河
川
は

22
件
、
農
道
で
は
17
件
、

林
道
２
件
、そ
の
他
農
業
用

水
、公
営
住
宅
の
被
害
が
併

せ
て
９
件
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
私
道
や
農
地
被

害
な
ど
、
個
人
で

の
復
旧
に
は
大
き
な
経
済

的
負
担
を
伴
う
場
合
に
は

支
援
策
が
必
要
だ
が
町
の

考
え
は
。

付
き
の
検
温
カ
メ
ラ
な
ど

４
台
は
、
保
存
機
能
を
使

わ
ず
に
使
用
し
て
お
り
、

残
り
の
３
台
は
、
顔
画
像

等
の
デ
ー
タ
は
古
い
も
の

か
ら
自
動
で
消
去
さ
れ

る
。

　
検
温
カ
メ
ラ
を
処
分
す

る
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
内
部
保
存
さ
れ
た
画

像
デ
ー
タ
を
適
切
に
消
去

し
た
上
で
廃
棄
を
行
う
。

個
人
情
報
保
護
法
等
の
法

令
に
沿
っ
た
適
切
な
管

理
、
運
用
に
努
め
る
。

町
長
　
農
地
被
害
に

つ
い
て
は
、
国

の
補
助
災
害
の
対
象
に
な

る
箇
所
の
調
査
を
行
っ
た

後
に
、
補
助
の
対
象
と
な

る
箇
所
の
所
有
者
に
説
明

を
行
う
。

　
補
助
災
害
の
対
象
と
な

ら
な
い
農
地
は
、
平
成
25

年
７
月
の
豪
雨
被
害
を
例

に
、
政
府
に
よ
る
激
甚
災

害
の
指
定
を
受
け
た
場
合

に
は
、
町
単
独
で
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

三
さん
枚
まい
山
やま
光
みつ
裕
ひろ
 議員

議員の
ひとりごと

今議会の総括質疑は３人だけ。最初の質疑者が
スローテンポだったので、私はいつにも増して
の早口に。答弁に立った課長も早口で応じて
くれ、さらに早口に。「以心伝心」か？

８月豪雨での土砂崩れ

豪雨による災害に支援を
答農地は町独自の支援も

検
温
カ
メ
ラ
か
ら
の
情
報
流
出
は

答
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
る
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写真で見る議会の活動

視察・調査受け入れ
・山形県酒田市議会議会改革推進特別委員会
 ７月11日
・香川県三豊市議会議会活性化特別委員会
　　「議会改革の取り組み」 ７月26日
・富山県高岡市議会総務文教常任委員会
　　「平泉の文化遺産の保護・活用」 ８月 ９日
・全国町村議会議長会
　　「議会のデジタル化による現地調査」 ９月20日
・九戸村議会　議会運営委員会
　　「議会運営と議会活性化の取り組み」 ９月28日

県南地区町議会議長会研修（６月19日）  町政調査会環境整備活動（６月25日）

岩手県への要望活動（７月18日） 国への要望活動（８月２日～３日）

髙橋議長が「人口減少と産業の振興について」提言 紫波町議会との議員交流会（10月５日）

国会議員との懇談
（８月23日）

岩手県知事との懇談
（９月14日）

一関市・奥州市議会との議員交流会（10月13日）
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P11～15「一般質問」
温泉の活性化について
は、残すことが大切だ
と思う。民間委託して
欲しくない。

P1「表紙」
印刷によって画素が
荒くなるので、全体
的に明るくしても良さ
そうに感じる。

河
こう
野
の
　綾
あや
華
か
さん

P２～５「特集記事」
文字の大きさ、見やすさ、読みやすくて良い。
子供たちも読める内容となっている。

鈴
すず
木
き
　節
せつ
郎
ろう
さん

P６～７「６月会議」
レイアウトは毎号同じ
ようである。つかみは
写真になると思う。

P８～９「請願審査、審査結果」
請願等、地域の声がどのような
流れで決定されるかを掲載して
も良いと思う。

小
こ
岩
いわ
　義
よし
典
ふみ
さん

眞ま

籠ご
め

　
智と
も
子こ

さ
ん

P11～15「一般質問」
問に対しての回答がわか
りにくい。

鈴
すず
木
き
　節
せつ
郎
ろう
さん

P16「頑張る人」
地域の方がより身近に
感じる内容である。

河
こう
野
の
　綾
あや
華
か
さん

浅あ
さ
利り

　
清き
よ
廣ひ
ろ

さ
ん

「議会だより180号」に対する
ご意見をいただきました

第２回 モ ニ タ ー 会 議 を 開 催

表紙

予算

一般質問

頑張る人

関心のある記事は
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